
近
世
大
坂
書
林

「
河
内
屋
新
次
郎
」

に
つ
い
て

方

美

英

は

じ

め

近
世
に
お
い
て
、
三
都
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
い
た
出
版
業
界
は
、
各
地
域
に
よ
り
異
な
る
特
性
が
あ
っ
た
。
享
保
六
年
(
一
七
一
一
一
)

(1) 

に
公
認
さ
れ
た
江
戸
の
出
版
業
界
が
い
く
つ
か
の
仲
間
組
織
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
大
坂
、
京
都
で
は
本
屋
仲
間
が
出
版
に
携
わ

一
つ
の
支
配
体
制
を
維
持
し
、
そ
の
下
で
複
数
の
出
版
関
連
業
が
下
職
層
と
し
て

る
唯
一
の
組
織
と
し
て
翌
年
(
享
保
七
年
)
に
公
認
さ
れ
、

存
在
し
て
い
た
。

大
坂
の
出
版
業
界
は
一
つ
の
支
配
体
制
で
多
種
の
下
職
の
存
在
は
複
雑
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
坂
の
出
版
業
界
に
つ
い
て
、
新
た
な

視
点
で
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
仲
間
組
織
の
全
体
像
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
も
み
ら
れ
る
。

山
口
佳
世
子
中
川
ぱ
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
を
中
心
に
近
世
大
坂
の
出
版
業
界
の
仕
組
み
の
理
解
を
目
的
に
本
屋
仲
間
の
組
織
に
つ
い
て
解
明
を

試
み
た
。
ま
た
、
今
回
洋
三
氏
に
よ
る
「
新
修
大
阪
市
史
』
(
第
三
巻
、
第
四
巻
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
九
八
、
一
九
九
九
年
)

で
は
、
大
坂
本
屋
仲
間
内
部
で
の
大
手
出
版
資
本
と
作
者
と
の
関
連
性
、
筆
禍
事
件
な
ど
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
各
本
屋
の
活
動
の
提
示
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
本
屋
仲
間
の
営
業
地
及
び
本
屋
仲
間
に
お
い
て
女
性
の
相
続
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
た
研
究
も
見
ら
れ
じ
o
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ま
た
、
大
坂
本
屋
仲
間
の
構
成
員
で
あ
る
、
個
々
の
有
力
な
大
手
本
屋
と
作
者
と
の
関
わ
り
、
又
は
書
籍
の
出
版
部
数
な
ど
を
検
討
す
る
事

に
よ
る
研
究
も
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
出
版
業
界
に
お
い
て
有
力
本
屋
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
た
の

か
、
ま
た
は
そ
の
発
展
及
び
衰
退
が
書
籍
部
数
に
よ
る
出
版
活
動
と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
こ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
は
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
出
版
つ
ま
り
、
板
元
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
本
屋
が
多
数
存

在
す
る
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
な
本
屋
が
出
版
業
界
の
底
辺
部
を
構
成
し
、
大
変
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
出
版
を
行
わ
な
い
(
板
株
を
所

持
し
て
い
な
い
)
本
屋
町
民
後
に
有
力
本
屋
に
対
抗
で
き
る
勢
力
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
新
興
勢
力
と
し
て
新
た
に
台
頭
し
た
本
屋
は
、
既

存
の
大
坂
の
大
手
本
屋
で
あ
る
、
吉
文
字
屋
、
柏
原
屋
な
ど
が
そ
の
全
盛
期
で
あ
る
寛
政
年
間
を
経
て
、
衰
退
し
て
い
く
過
程
の
中
で
そ
の
存

在
価
値
を
見
い
だ
し
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
た
。
新
興
勢
力
で
あ
る
本
屋
は
既
存
の
出
版
権
(
板
株
)
を
所
持
す
る
大
手
本
屋
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
抗
策
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
新
興
勢
力
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て
「
河
内
屋
新
次
郎
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
、
「
河
内
屋
号
一
統
」
(
以
後
「
一
統
」
)
に
関
す
る
研
究
は
、
漬
田
啓
介
応
)
の
論
考
が
あ
り
、
「
一
統
」
の
存
在
と
そ
の
構
成
員
で
あ
る

「
河
内
屋
茂
兵
衛
」
の
活
動
を
板
賃
等
の
分
析
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
河
内
屋
茂
兵
衛
」
の
板
元
と
し
て
の
経
営
状
態
及
び
大
坂
本
屋
仲

間
内
部
の
格
好
た
る
地
位
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
演
田
氏
は
当
時
の
「
一
統
」
の
分
家
・
別
家
筋
か

ら
情
報
収
集
を
直
接
実
施
し
、
丹
念
に
「
一
統
」
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
「
一
統
」
の
本
家
で
あ
る
「
河
内
屋
喜

兵
衛
」
の
直
系
子
孫
に
よ
る
証
言
を
多
数
採
用
し
て
い
る
。
当
時
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
関
す
る
史
料
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
を
考

慮
す
る
と
こ
の
よ
う
な
聞
き
取
り
調
査
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
「
河
内
屋
茂
兵
衛
」
の
経
営
活
動
に
つ
い
て
、
大
坂
本
屋
仲
間

全
体
と
の
比
較
を
詳
細
に
行
い
、
本
屋
と
し
て
の
経
営
形
態
を
解
明
し
て
い
る
。
「
一
統
」
の
板
株
所
持
に
関
し
て
も
大
坂
本
屋
仲
間
全
体
と

の
比
較
が
あ
り
、
い
か
に
「
一
統
」
の
活
躍
が
大
き
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
「
一
統
」
の
構
成
員
に
つ
い
て
の
詳
細
な
言
及

が
な
い
こ
と
か
ら
、
再
検
討
を
必
要
と
す
る
。
商
業
集
団
に
お
い
て
、
分
家
・
別
家
の
存
在
は
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
大
坂
本
屋
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仲
間
」
に
お
い
て
の
分
家
、
別
家
の
構
成
の
実
体
は
未
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
全
体
的
構
造
及
び
「
一
統
」
の
別
家
で
あ
る
「
河
内
屋
新
次
郎
」
の
経
営
形
態
を
分
析
す
る
。
「
河
内
屋

新
次
郎
」
の
経
営
形
態
を
分
析
す
る
事
に
よ
り
、
新
興
勢
力
の
事
業
の
拡
大
の
様
子
を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
一
員

と
し
て
の
「
河
内
屋
新
次
郎
」
と
本
家
で
あ
る
河
内
屋
喜
兵
衛
と
の
関
わ
り
ゃ
そ
の
他
の
構
成
員
と
の
関
連
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
坂
書
林
「
河
内
屋
号
一
統
」

こ
こ
で
は
「
大
坂
本
屋
仲
間
」
の
分
家
・
別
家
加
入
の
形
態
と
同
時
に
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
構
造
と
「
一
統
」
と
「
河
内
屋
新
次
郎
」
と

の
関
わ
り
を
検
討
す
る
。

株
仲
間
が
存
在
す
る
商
業
集
団
に
お
い
て
、
分
家
・
別
家
は
必
ず
そ
の
株
仲
間
に
新
た
に
加
入
し
営
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
、
商
家
に
お
け
る
分
家
・
別
家
を
構
成
す
る
一
統
に
つ
い
て
の
研
究
は
み
ら
れ
る
が
)
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
と
言
え

る
株
仲
間
の
加
入
は
新
規
加
入
、
相
続
加
入
、
分
家
加
入
、
別
家
加
入
の
四
つ
の
形
態
に
分
類
さ
れ
、
特
に
別
家
加
入
の
場
合
は
主
家
の
同
業

許
可
と
仲
間
へ
の
紹
介
が
必
要
で
あ
つ
だ
o

大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
も
、
「
一
統
」
を
形
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
、
綿
屋
喜
兵
衛
(
安
永
五

年
(
一
七
七
六
)
か
ら
明
治
初
期
)
、
藤
屋
九
兵
衛
(
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
か
ら
明
治
初
期
)
、
塩
屋
忠
兵
衛
(
天
明
七
(
一
七
八
七
)
か

ら
明
治
初
期
)
な
ど
は
代
表
的
な
大
手
有
力
本
屋
で
あ
る
。
別
家
は
一
統
を
組
織
す
る
基
盤
と
し
て
、
商
家
の
勢
力
拡
大
の
土
台
と
し
て
存
在

し
て
い
た
。

大
坂
本
屋
仲
間
で
は
、
次
の
史
料
一
の
「
仲
間
加
入
料
井
ニ
諸
出
銀
お
)
」
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
に
す
で
に
仲
間
加

入
の
形
態
が
確
立
さ
れ
、
文
化
七
年
(
一
八
一
O
)
か
ら
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
に
か
け
て
、
顔
見
せ
や
振
舞
金
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
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史
料

仲
間
加
入
料
井
ニ
諸
出
銀
定

中
号
庁

H
K

イ
1
E
U
A
キ
力
寸
ノ

同
株
譲
り
請
加
入

*
(
3
)
 

名
前
譲
り

顔
見
せ
銀
壱
枚

*
(
1
)
 

振
舞
銀
三
拾
枚

顔
見
せ
金
弐
百
疋

*
(
2
)
 

振
舞
銀
五
枚

顔
見
世

銀
弐
両

親

子

兄

弟

別

家

加

入

顔

見

世

金

壱

両

但
シ
、
親
子
兄
弟
ニ
限
り
候
事
、
其
余
諸
親
類
別
家
加
入
ニ
は
不
相
成
候
、
井
ニ
仲
間
加
入
よ
り
拾
年
未
満
之
者
、
別
家
加
入

不
相
成
候
事

手
代
別
家
加
入

但
シ
、
拾
年
不
勤
内
は
別
家
加
入
不
相
成
候
事

右
、
宝
暦
九
卯
年
定

*
(
4
)
 

顔
見
世

金
百
疋
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こ
の
よ
う
に
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
は
加
入
の
形
態
が

2
.
仲
間
株
譲
り
受
け
加
入
、

3
.
名
前
譲
り
、

4
.
親

子
兄
弟
別
家
加
入
、

5
.
手
代
別
家
加
入
に
分
か
れ
て
い
た
。
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
は
、
仲
間
株
の
譲
渡
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
仲
間
株
を
所
持
し
て
い
な
い
と
出
版
関
係
業
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
り
、
江
戸
と
は
違
い
か
な
り
緩
や
か
な
加
入
制
限

1
.
新
規
加
入
、

で
あ
っ
た
。

「
河
内
屋
一
統
」
に
お
い
て
は
、
別
家
形
成
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
本
家
の
河
内
屋
喜
兵
衛
と
「
一
統
」
の
関
わ
り
を
み
て
み
よ
う
。
別
家
加
入
に
関
す
る
史
料
は
現
在
、
「
河
内
屋
一
統
」
の
も
の
は

(
叩
)

残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
本
屋
の
別
家
加
入
に
関
す
る
一
札
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
河
内
屋
号
一
統
」
の
本
家
で
あ
る
、
河
内
屋
喜
兵
衛
(
以
後
河
喜
)
の
活
動
は
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
に
出
さ
れ
て
い
る
開
板
願
い
か

ら
窺
え
刻
。
こ
れ
以
前
、
本
格
的
に
本
屋
と
し
て
の
活
動
が
す
で
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
史
料
上
で
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、
河
喜
の

出
板
広
告
文
か
ら
、
本
姓
柳
原
氏
、
堂
号
を
積
玉
固
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
河
喜
は
大
坂
本
屋
仲
間
内
部
で
行
司
組
合
に
属
し
て
、

本
屋
行
司
と
し
て
出
版
物
の
検
閲
等
に
携
わ
っ
て
い
た
。
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
に
は
す
で
に
行
司
と
し
て
、
本
屋
仲
間
内
部
で
の
検
閲
等

の
活
動
を
お
こ
な
(
山
)
、
そ
の
後
の
活
躍
は
三
代
目
で
あ
る
寛
政
二
年
(
一
七
九
O
)
の
板
株
所
持
件
数
を
み
る
と
、
二
二
O
点
に
達
し
て
お
り
、

文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
に
は
、
大
坂
の
有
力
本
屋
で
あ
る
吉
文
字
屋
が
板
株
を
六
O
O
点
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
河
喜
は
約
五
O

O
点
、
別
家
の
河
内
屋
太
助
(
以
後
河
太
)
は
約
五
八
O
点
を
所
持
し
、
こ
の
時
期
の
大
坂
出
版
界
に
お
い
て
「
一
統
」
が
中
心
勢
力
と
し
て

地
位
を
固
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
的
。
「
一
統
」
の
板
株
所
持
は
、
表
一
で
そ
の
規
模
が
推
測
で
き
碍
o

ま
ず
、
寛
政
の
『
板
木
総
目
録
株
帳
』
で
「
一
統
」
の
所
持
板
株
は
、
全
体
の
書
籍
七
四
五
一
冊
に
対
し
て
一
七
三
九
冊
で
あ
り
、
こ
の
中

で
も
「
一
統
」
の
構
成
員
が
単
独
で
所
持
し
て
い
る
板
株
は
一

O
三
六
冊
で
、
「
一
統
」
が
二
軒
以
上
の
構
成
で
板
株
を
所
持
し
て
い
る
五
八

冊
を
含
む
と
一

O
九
四
冊
に
の
ぼ
る
。
そ
の
他
、
「
一
統
」
と
京
都
・
江
戸
の
本
屋
と
の
相
合
板
と
し
て
の
板
株
の
所
持
点
数
や
大
坂
本
屋
と

の
相
合
板
を
含
め
る
と
全
体
の
書
籍
点
数
の
二
三
%
以
上
に
な
り
、
書
籍
販
売
へ
の
「
一
統
」
の
か
か
わ
り
は
非
常
に
深
く
、
何
れ
の
書
籍
出
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版
に
も
関
わ
る
事
が
で
き
た
。
文
化
年
間
に
な
る
と
、
「
一
統
」
の
板
株
の
所
持
点
数
は
よ
り
増
加
の
傾
向
を
み
せ
、
全
体
書
籍
の
八
五
八
二

冊
に
対
し
て
、
「
一
統
」
の
中
の
河
内
屋
の
一
員
が
単
独
で
板
株
を
所
持
し
て
い
る
書
籍
は
二
二
三
O
冊
、
「
一
統
」
同
士
が
共
同
で
所
持
し
て

い
る
板
株
一
八
五
点
を
入
れ
る
と
、
全
体
の
二
八
%
を
占
め
て
い
る
。

板
株
所
持
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
「
一
統
」
の
活
動
が
寛
政
か
ら
文
化
に
か
け
て
拡
大
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の

体
制
を
維
持
し
て
い
た
の
は
、
別
家
に
よ
る
主
家
に
対
す
る
支
え
と
協
力
で
あ
っ
た
。
現
在
、
河
内
屋
喜
兵
衛
の
八
代
目
の
柳
原
喜
兵
衛
家
に

次
の
よ
う
な
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
当
初
の
も
の
で
は
な
い
が
、
慶
応
二
年
の
写
し
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)

大
坂
本
屋
仲
間
の
別
家
形
成
を
あ
ら
わ
す
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

史

料

二

文
化
八
年
辛
未
八
月

河
内
屋
家
号
本
家
別
家
一
統
申
合
候
目

柳
原
喜
兵
衛
忠
朝
記

河
内
屋
家
号
本
家
別
家
中
一
統
申
合
保
々

一
此
度
本
家
別
家
一
統
申
合
置
候
候
左
之
通
寓
端
銘
々
承
知
之
上
堅
相
守
可
申
候
事

従
御
公
儀
様
被
為
仰
渡
候
御
法
度
之
趣
堅
相
守
可
申
候
事

本
屋
仲
間
申
合
候
々
堅
相
守
商
売
可
致
候
事

本
家
並
ニ
別
家
中
家
名
相
続
之
儀
は
一
統
立
会
以
実
意
高
事
相
談
致
相
続
人
見
立
家
名
長
久
ニ
相
互
ニ
取
極
致
合
可
申
候
其
節
諸

親
類
江
茂
相
談
及
可
申
事
尤
諸
親
類
よ
り
故
障
之
義
申
出
候
者
一
切
無
之
候
自
然
狸
ニ
故
障
申
出
候
者
有
之
候
共
一
園
取
敢
不
可
致

候
事
為
其
右
申
合
銘
々
承
知
之
上
調
印
致
置
候
上
は
其
義
無
之
事
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J、

本
家
主
人
初
別
家
中
当
主
不
実
之
心
底
有
之
我
佳
ニ
害
意
を
申
立
或
は
騒
奪
ケ
間
敷
義
致
其
身
持
右
駄
不
持
之
義
有
之
候
得
は
其

本
人
ニ
不
抱
一
統
相
談
之
上
其
名
前
切
替
致
可
申
候
事
其
節
本
人
よ
り
一
言
之
申
分
無
之
事

一
統
中
無
拠
加
印
之
義
は
相
談
の
上
致
合
可
申
候
事
其
外
諸
親
類
井
ニ
他
家
何
程
懇
意
之
間
柄
た
り
と
も
一
切
加
印
不
可
致
事
堅

断
可
申
立
候
事

一
統
中
召
遣
候
者
無
事
奉
公
相
勤
候
而
別
家
申
附
候
節
住
居
武
間
口
ニ
相
定
候
事
追
々
出
情
致
候
得
は
相
応
之
暮
方
致
可
申
候
事

一
統
中
召
遣
之
者
不
時
有
之
暇
出
し
候
者
何
方
へ
立
寄
候
共
堅
取
敢
申
間
敷
事

一
統
中
当
主
他
国
致
候
留
主
中
何
事
出
来
候
共
在
宿
之
者
立
会
相
談
之
上
執
斗
可
致
候
事
本
人
帰
宅
之
上
右
ニ
付
一
切
異
儀
申
間

敷
候
事

若
払一
方統
差中
支商
候売
時物
は 代
一銀

警季
有本
合家
之江
方寄
よ合
り仲
借間
用以
致相
払場
h J恩

致右
可聖
出疋三

候取
事私
但需
1， i市
イ昔為
用相
証済
文可
差申
入候
利
足
ノ、

朱
相
疋三

其
切
月
生E

l帯
返
済
可
申

候
事

銘右
々之臨
印趣時

文 形 此 借
化の度合
八而一之
年 如 統 義
辛件ヤは
未蚕其

ろ革 ET
円ム 4

品盛
岡!心、i 

諾社
々 J

壬i 月

間担

童書
候品
上位
は荏

壬以
様子ブ

す草
右初
史喜
之福
建可
毛致
頭候

主事
背
堅
相
守
可
申
候
後
日
為
子
孫
長
久

右
之
通
忠
朝
主
人
之
候
目
相
守
居
候
処
猶
又
今
般
一
統
中
談
合
之
上
規
則
相
定
候
ニ
付
銘
々
承
知
調
印
可
致
候
事

右
之
通

慶
応
二
年
丙
寅
年
三
月

五
代
目

柳
原
喜
兵
衛
忠
祐
記
之
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河
内
屋
家
号
之
義
は
前
々
よ
り
干
今
一
統
相
続
仕
来
り
難
有
義
ニ
御
座
候
既
ニ
文
化
八
辛
未
年
八
月
忠
朝
主
人
之
頃
は
別
家
綾
ニ

候
得
共
為
後
々
之
規
矩
御
定
御
座
候
処
追
々
一
統
中
数
軒
相
増
是
又
難
有
義
ニ
御
座
候
然
ニ
近
来
世
上
ニ
相
移
自
然
ト
前
々
規
矩
相

崩
候
兼
簾
も
在
之
然
共
其
事
柄
ニ
よ
り
増
減
不
致
候
而
は
却
而
不
極
り
ニ
相
成
猶
直
別
家
又
別
家
之
差
別
も
在
之
候
得
共
追
々
一
統

相
増
候
ニ
付
而
は
警
は
又
別
家
之
衆
大
本
家
井
ニ
自
分
之
主
人
何
れ
を
大
切
負
略
之
差
別
被
致
候
筈
は
無
之
候
得
共
後
々
忘
却
之
衆

自
然
在
之
時
は
其
家
名
永
久
不
致
様
成
行
候
而
は
嘆
ケ
敷
義
ニ
付
依
之
今
般
忠
告
主
人
御
母
公
様
之
思
召
ヲ
以
直
別
家
井
ニ
又
別
家

衆
中
迄
三
巾
暖
簾
壱
組
宛
改
而
被
下
置
候
上
は
猶
更
先
規
之
通
一
統
中
互
ニ
懇
切
ヲ
墨
大
切
ニ
相
続
可
致
事
寓
一
心
得
違
之
節
は
暖

簾
為
差
出
候
間
心
得
違
無
之
様
家
号
大
切
ニ
相
守
永
久
奉
祈
候
事
肝
要
也
為
其
相
記
置
候
依
而
如
件

右
之
通
一
統
承
知
印
判
仕
候

慶
応
二
年
内
寅
三
月

五
代
目

河
内
屋
喜
兵
衛

河
内
屋
時
治
郎

代
判
吉
兵
衛

三
代
目

河
内
屋
太

助

三
代
目

河
内
屋
吉
兵
衛

河
内
屋
和
三
郎
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二
代
目

二
代
目

二
代
目

代
判
和

河
内
屋
保

河
内
屋
源
七
郎

河
内
屋
茂
兵
衛

河
内
屋
平

河
内
屋
徳
兵
衛

河
内
屋
藤

河
内
屋
藤
三
郎

助
助七七

代
判
伊
兵
衛

河
内
屋
亀

河
内
屋
重

河
内
屋
仁

七助助

こ
の
申
し
合
わ
せ
は
す
べ
て
、
「
一
統
」
相
互
の
事
に
触
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
他
の
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
条
目

化
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
か
は
確
認
で
き
な
い
。

「
一
統
」
は
自
ら
の
存
続
の
た
め
、
重
要
な
決
定
事
項
は
「
一
統
」
の
了
解
後
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
た
に
別
家
に
な
り
う
る
奉
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の
内
部
で
「
一
統
」
の
集
団
と
し
て
の
維
持
の
た
め
厳
し
い
統
制
が
あ
っ

た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
河
内
屋
号
を
持
つ
本
家
・
別
家
同
士
の
相
互
に
行
わ
れ
て
い
た
商
い
の
存
在
と
、
そ
の
決
済

公
人
の
扱
い
に
つ
い
て
も
規
定
を
定
め
る
こ
と
等
か
ら
、
「
一
統
」

が
本
家
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
一
統
」
同
士
の
書
籍
及
び
板
木
売
買
が
実
施
さ
れ
、
本
屋
仲
間
内
部
で
の
勢
力
の
維
持
を

は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
書
籍
及
ぴ
草
紙
物
に
つ
い
て
は
「
世
利
分
市
」
が
存
在
し
、
そ
の
中
で
取
引
を
行
う
場
合
は
世
利
分
市
の
株

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
板
木
売
買
は
「
板
木
市
」
に
お
い
て
、
板
株
の
転
売
な
ど
に
よ
り
所
有
権
が
移
転
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
市
に

参
加
す
る
に
も
板
木
市
参
加
の
株
を
持
っ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
一
統
」
内
部
で
の
板
木
転
売
は
板
木
市
株
の
必
要
性
を
否
定

す
る
と
同
時
に
経
費
の
削
減
に
も
な
っ
た
。
一

O
ヶ
条
を
基
本
に
「
河
内
屋
一
統
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
分
野
を
担
当
し
、
「
一
統
」

同
士
の
出
版
業
界
で
の
勢
力
争
い
を
さ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
「
一
統
」
の
分
家
・
別
家
・
又
別
家
に
つ
い
て
は
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
表
二
に
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
別
家
衆
を
そ
の
根
拠
史
料
と
と
も
に
あ
げ
た
。
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
に
お
け
る

板
木
の
合
同
購
入
及
び
諸
文
書
の
加
印
な
ど
の
記
録
か
ら
若
干
推
測
で
き
る
が
、
主
力
の
河
内
屋
で
は
な
い
又
別
家
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
細
な

人
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
河
内
屋
一
統
」
の
主
力
メ
ン
バ
ー
に
お
い
て
も
、
出
版
活
動
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
太
助
、
茂
兵
衛
ら
は
本
家
の
河
喜
よ
り
活
発
な
出

版
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
「
一
統
」
で
も
、
出
版
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
別
家
衆
の
中
に

は
板
元
と
し
て
の
活
動
は
見
ら
れ
ず
、
小
売
お
よ
び
世
利
分
会
で
の
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
も
の
も
い
る
。
表
二
の
八
兵
衛
、
政
七
、
直
助
は

世
利
分
会
で
は
か
な
り
の
地
位
を
築
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
「
一
統
」
の
一
員
で
あ
る
河
内
屋
新
次
郎
に
も
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
、
板
元
と

し
て
の
出
版
活
動
を
積
極
的
に
行
わ
ず
、
板
木
購
入
な
ど
に
お
け
る
活
動
が
目
立
つ
。

河
内
屋
新
次
郎
の
経
営
活
動
は
次
で
検
討
す
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
一
統
」
は
、
経
営
活
動
の
中
で
、
本
家
、
分
家
が
相
互
に
専

門
と
す
る
領
域
を
も
ち
、
協
力
を
す
る
事
で
、
競
争
の
激
し
い
大
坂
の
出
版
業
の
中
で
自
ら
を
維
持
し
、
継
続
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
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表ー)寛政、文化年間の「河内屋号一統」の板株所持

河内屋
河内屋 相板所有書籍点数

全体 「河内屋号 +河内屋
書籍 一統」板株

(単独
(複数、 河内屋 河内屋所有

点数 所持
件数)

板木所有 +河内屋 +他
件数)

645 
寛政 1，739 1，036 58 
年間

7.451 99 546 

23.34百 13.90覧 o. 78覧 O. 01覧 0.07覧

4. 506 2. 230 185 
2.091 

文イじ
年間

8. 582 432 

52.51覧 25. 98覧 2. 16覧 5. 03覧

※ 『大坂本屋仲間記録JJ (r板木総目録株帳」
清文堂 一九八七，一九八八年)第十二，十三巻より作成

表二)r河内屋号一統Jの別家観念図

木家 IJtl家 又jjlJ家
jJq家関係史料

河内毘喜兵衛 末助 覇七 文化三年三月〈三v 四三〉

平七 主主元年ー0月(五ー三七}

郎防 文丸元年一0月{五ー三七)

相防 文久元年ー0月【11-三七)

保駒 文且元年ー0月(五日Z七}

亀七

木兵衛 強兵衛
文政八年(三 ニエ3

代輔

想兵衛 文雄N事代E三輔ー ニニ3

葡訳郎 居具箇 文政九年包・一二回)

斬次輝 新三郎

茂兵衛

佐助 lIt 調障

防七 * 
耳七 牢

八兵衛 天碑回年(四ー九七}

政七 天保四年{回ー丸七}

直助 実樺政七草七百{匝固伺ー居回八)

府抽卸

宮兵衛

和三創

源七/11

車三脚

伊兵衛

七助

ー;Ir大坂本屋仲間記録』第九巻 (r裁毘長J清文堂}九八二年)

二;三木佐助『明治出版史話』ゆまに書房ー九七七年

三;Ir大坂書林河内屋新次郎文書』金融関係国立国会図書館所蔵

四 ;Ir河内屋から柳原書庖まで~(柳原書庖一九九七年)、本文史料二参照
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金融開帳

徹頭掃車;大置和開軍兵董置八。

1.659 

19.33覧

回

* 
* 

* 相互/11の代判

刻ド

* 
判院

* 
事

* 

車

車

劇画却の代輔
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「
河
内
屋
新
次
郎
」

の
出
版
経
営

(
凶
)

「
河
内
屋
号
一
統
」
の
一
員
で
あ
る
河
内
屋
新
次
郎
に
つ
い
て
は
、
弥
吉
光
吉
氏
の
研
究
が
あ
り
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
「
大
坂
書
津
河
内
屋
新
次
郎
文
書
』
の
紹
介
と
同
時
に
河
内
屋
新
次
郎
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
紹
介
に
と

ど
ま
る
部
分
が
多
く
、
新
た
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、
「
大
坂
書
捧
河
内
屋
新
次
郎
文
書
』
と
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
」
を
用
い
て
、
河
内
屋
新
次
郎
の
本
屋
と
し
て
の
活
動
を
考
え

て
み
た
い
。

河
内
屋
新
次
郎
の
「
一
統
」

へ
の
加
入
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
一
統
」

の
中
で
も
板
元
に
な
っ
て
出
版
活
動
に
力
を
い
れ
て
い
た
他
の

メ
ン
バ
ー
と
は
違
う
経
営
形
態
を
見
せ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
来
の
本
屋
と
し
て
の
性
格
、
つ
ま
り
板
元
と
し
て
書
籍
制
作
及
び
販
売
に
携
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
享
保
以

(
U
)
 

後
板
元
別
書
籍
目
録
』
を
み
る
と
、
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
か
ら
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
ま
で
板
元
と
し
て
出
版
し
た
書
籍
は
七
冊
し
か

(
問
)

存
在
し
な
い
。
こ
の
七
冊
の
中
に
は
、
「
一
統
」
で
の
共
同
出
版
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
絶
版
に
な
っ
た
「
古
本
大
学
剖
目
』
に
は
共
同
板
元

と
し
て
、
河
内
屋
喜
兵
衛
・
河
内
屋
茂
兵
衛
・
河
内
屋
喜
一
兵
衛
も
記
さ
れ
て
い
る
。

河
内
屋
新
次
郎
が
本
屋
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
て
い
た
の
は
、
「
板
木
購
入
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
一
統
」
の
間
で
相
互
取
引
が
中
心

で
あ
っ
た
と
見
え
る
が
、
他
の
本
屋
と
の
取
引
も
み
ら
れ
、
幅
広
い
対
象
か
ら
板
木
の
購
入
を
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
板
元
に
は
な
ら
な
い

が
、
購
入
し
た
板
木
の
貸
し
出
し
・
転
売
・
出
版
物
の
完
成
品
の
仕
入
れ
販
売
を
中
心
に
し
て
い
同
o

(
初
)

ま
ず
、
次
の
史
料
ゴ
一
で
は
、
寛
政
十
一
年
二
月
に
「
一
統
」
の
河
内
屋
太
助
か
ら
三
十
二
点
の
板
木
を
購
入
し
て
い
る
。
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史
料

永
代
売
渡
申
板
木
之
事

拾

玉

節

用

集

半

株

但

し

相

合

京

古

板

焼

株

相
合
京

九
ノ
会
玉
篇

但
し
相
合
京

同
新
板

丸
板
賃
通
用
四
匁
六
分
、
此
板
へ
三
分
取
ル

(
中
略
)

参
拾
弐
点

右
之
板
木
京
都
武
村
嘉
兵
衛
よ
り
我
等
方
へ
代
銀
四
貫
五
百
世
匁
ニ
買
受
候
処
、
其
元
殿
へ
所
望
ニ
付
、
永
代
売
渡
之
、
則
代
銀
憧
ニ

受
取
申
候
所
実
正
也
、
然
ル
上
者
右
板
木
ニ
付
外
よ
り
違
乱
妨
申
者
無
之
候
、
万
一
故
障
之
義
申
者
有
之
候
得
者
何
時
ニ
て
も
我
等
罷

出
時
明
、
其
元
殿
へ
難
義
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
日
板
木
売
渡
し
候
註
文
の
而
如
件

寛

政

十

一

年

未

二

月

河

内

屋

太

助

⑮

〆

河
内
屋
新
次
郎
殿

河
内
屋
太
助
か
ら
購
入
し
た
三
十
二
点
の
板
株
は
河
内
屋
新
次
郎
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
こ
の
他
多
数
購
入
し
た
は
ず
の
板

株
の
出
版
に
つ
い
て
も
、
『
享
保
以
後
板
元
書
籍
目
録
』
に
は
、
河
内
屋
新
次
郎
が
板
元
と
し
て
登
場
す
る
の
は
七
件
の
み
で
あ
る
。

板
木
購
入
は
、
「
河
内
屋
一
統
」
だ
け
で
は
な
く
、
親
類
関
係
と
見
ら
れ
る
大
和
屋
・
播
磨
屋
な
ど
か
ら
の
購
入
も
あ
的
。
例
え
ば
、
柏
原

(
幻
)

屋
喜
兵
衛
か
ら
は
寛
政
十
三
年
(
一
七
八
一
)
正
月
に
代
銀
八
百
目
で
板
木
を
購
入
し
て
い
る
。
柏
原
屋
喜
兵
衛
は
こ
の
転
売
し
た
板
木
を
寛

(
幻
)

政
十
二
年
(
一
七
八
O
)

に
江
戸
の
須
原
屋
市
兵
衛
か
ら
銀
一
貫
目
で
購
入
し
、
次
の
年
の
正
月
に
銀
八
百
目
で
渡
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
板
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株
購
入
の
ル

l
ト
は
大
き
く
「
河
内
屋
一
統
」
と
「
河
内
屋
号
」
で
は
な
い
親
類
か
ら
の
も
の
が
多
い
。
積
極
的
に
板
木
購
入
及
び
転
売
が
文

化
・
文
政
を
経
て
天
保
年
聞
に
も
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
特
に
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
は
「
板
木
市
」
の
存
在
と
板
株
の

転
売
な
ど
の
手
続
き
が
非
常
に
簡
略
で
あ
り
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
届
け
を
出
す
だ
け
で
板
株
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
て
い
た
。
文
化
三
年
(
一

八
O
六
)
に
は
、
板
木
株
の
件
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
町
奉
行
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す

(M) 

る
大
坂
本
屋
仲
間
の
行
司
ら
の
答
弁
が
あ
り
、
大
坂
以
外
の
地
域
か
ら
の
購
入
も
増
加
し
、
売
主
は
「
板
木
売
渡
代
銀
請
取
」
の
証
文
を
と
り
、

買
主
は
こ
の
証
文
を
持
っ
て
、
年
行
司
へ
届
け
を
出
し
、
仲
間
帳
面
に
記
録
を
す
る
こ
と
で
板
木
の
転
売
が
終
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
は
届
け
出
の
際
に
手
数
料
の
支
払
が
あ
り
、
帳
面
に
記
録
し
な
く
て
も
確
か
に
証
文
の
受
取
が
実
施
さ
れ
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
態
よ
り
は
届
出
が
少
な
か
っ
た
と
見
え
る
。
河
内
屋
新
次
郎
の
場
合
に
お
い
て
も
、
「
大
坂
書
障
河
内
屋

新
次
郎
文
書
」
の
一
冊
か
ら
四
冊
ま
で
に
板
木
売
買
に
関
し
て
の
証
文
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
板
株
の
売
買
に
関
し
て
は
大
坂
本
屋
仲

間
に
届
出
を
出
さ
な
か
っ
た
と
見
え
、
『
板
木
総
目
録
株

F
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

「
一
統
」
の
板
株
所
有
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
表
一
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
い
て
実
際
に
丸
株
の
存
在
が
少
な
く
、

い
く
つ
か
の
本
屋
が
分
割
さ
れ
た
形
態
で
板
株
を
所
有
す
る
場
合
が
多
い
。
時
に
は
分
割
さ
れ
た
板
株
の
持
ち
主
が
江
戸
や
京
都
に
い
る
場
合

も
あ
り
、
出
版
の
許
可
を
求
め
る
事
が
大
変
難
し
か
っ
た
。
集
中
的
に
「
一
統
」
の
構
成
員
が
板
株
を
所
有
す
る
こ
と
で
、
出
版
が
ス
ム
ー
ズ

に
実
施
さ
れ
た
と
み
え
る
。
ま
た
、
「
一
統
」
は
大
坂
本
屋
仲
間
内
部
で
の
勢
力
拡
張
の
た
め
に
も
、
板
株
所
持
件
数
を
の
ば
す
必
要
が
あ
っ

た
。
「
一
統
」
の
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
け
る
地
位
は
、
行
司
・
年
行
司
と
い
う
役
職
に
就
く
傾
向
の
増
加
か
ら
も
判
断
で
き
る
。
実
際
に
「
大

坂
本
屋
仲
間
記
録
』
の
出
勤
帳
に
は
、
「
一
統
」
で
あ
る
河
内
屋
喜
兵
衛
・
宗
兵
衛
・
太
助
・
平
七
・
茂
兵
衛
ら
が
行
事
役
を
勤
め
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
板
木
売
買
以
外
に
利
益
を
上
げ
た
と
見
え
る
の
は
出
版
物
の
小
売
り
で
あ
る
。
史
料
四
で
は
、
直
接
河
内
屋
新
次
郎
が
小
売
り
を
実

施
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
な
い
が
、

一
連
の
こ
と
か
ら
他
の
本
屋
の
完
成
品
を
仕
入
れ
、
販
売
を
行
っ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
享
和
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五
月
に
河
内
屋
新
次
郎
は
他
の
本
屋
仲
間
の
手
代
ら
か
ら
不
正
品
を
仕
入
れ
る
と
い
う
取
引
を
行
っ
た
。
後
に
事
実
の
発

(
お
)

覚
に
よ
り
、
本
屋
仲
間
行
事
衆
か
ら
除
名
の
処
分
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

元
年
(
一
八
O
一
)

史
料

四

一
札

先
年
よ
り
申
合
之
通
、
仲
間
召
使
之
手
代
小
者
よ
り
隠
シ
売
之
代
ろ
物
堅
買
取
甲
間
敷
義
、
兼
而
承
知
之
上
申
合
之
印
形
致
し
置

其
旨
乍
存
、
此
度
柏
原
屋
与
左
衛
門
殿
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
殿
両
家
召
使
之
仁
よ
り
隠
シ
売
之
本
類
品
々
買
取
候
段
、
申
合
を
相
背
不
調

法
申
訳
無
之
候
、
此
余
ニ
も
右
体
之
義
有
之
や
御
尋
被
成
候
得
共
右
両
家
之
外
ニ
ハ
決
而
無
御
座
候
、
此
余
一
品
ニ
市
も
内
証
買
有
之

候
ハ
マ
、
仲
間
申
合
之
通
い
か
様
ニ
御
取
斗
被
成
候
共
、
其
節
違
背
仕
間
敷
候
、
為
後
諮
の
而
如
件
、

享

和

元

年

酉

五

月

河

内

屋

新

次

郎

⑮

仲
間
行
司
衆
中

こ
の
一
件
は
数
年
後
河
内
屋
新
次
郎
が
新
た
に
大
坂
本
屋
仲
間
に
再
加
入
す
る
こ
と
で
決
着
が
つ
く
。
本
屋
と
し
て
不
正
の
品
の
取
引
は
零

細
な
本
屋
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
が
、
仕
入
先
が
有
力
本
屋
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
本
家
の
河
内
屋
喜
兵
衛
に
ま
で
及

ん
で
い
た
こ
と
で
除
名
と
い
う
処
分
に
ま
で
及
ん
だ
。
河
内
屋
新
次
郎
は
享
和
元
年
(
一
八
O
ニ
か
ら
文
化
五
年
(
一
八
O
八
)
ま
で
の
時

期
を
の
ぞ
け
ば
、
幕
末
ま
で
河
内
屋
新
次
郎
と
し
て
商
い
を
継
続
し
て
い
た
。
約
七
年
間
は
息
子
に
家
督
を
譲
っ
た
形
に
は
な
っ
て
い
た
が
、

新
三
郎
が
幼
少
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
は
新
次
郎
が
家
業
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
河
内
屋
新
次
郎
の
本
屋
と
し
て
の
書
籍
売
買

に
関
し
て
の
次
の
史
料
を
上
げ
る
。
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史
料

五
B

預
り
申
金
子
之
事

一
金
五
両
弐
歩
也

右
之
金
子
無
拠
要
用
ニ
付
此
度
借
用
之
所
実
正
也
返
済
之
儀
者
来
ル
戊
八
月
大
坂
為
本
番
罷
登
候
節
初
御
合
力
金
請
取
次
第
急
度
返
金

可
申
候
為
後
目
的
而
如
件

本
代
金
也

寛
政
十
一
未
年
十
月

本
屋

新
次
郎
殿⑮

曲
淵
隼
人

五
'

借
用
申
金
子
詮
文
之
事

一
金
壱
両
也

右
者
無
拠
要
用
ニ
付
本
代
払
残
久
留
彦
五
郎
方
代
残
金
弐
分
差
加
借
用
申
所
実
正
也
返
済
方
之
儀
者
本
番
代
人
不
限
罷
登
候
節
金
弐
拾

両
ニ
付
金
壱
分
利
足
差
加
元
利
共
無
相
違
返
済
可
申
候
為
後
日
誼
文
依
知
件

嘉
永
二
乙
西
年
八
月

久
留
重
之
助

⑮ 

河
内
屋
新
次
郎
殿

史
料
五
'
一
・
一
J
)
は
本
の
代
金
の
未
払
い
に
つ
い
て
の
証
文
で
あ
る
。
五
E

一
は
「
預
り
申
金
子
之
事
」
と
し
て
、
曲
淵
隼
人
に
本
の
代
金
の
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支
払
い
を
約
束
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
五

E

二
は
時
期
が
離
れ
る
が
、
「
借
用
文
書
」
と
し
て
久
留
重
之
助
の
本
代
残
金
の
支
払
い
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
大
坂
城
に
在
番
し
て
い
た
大
番
衆
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
河
内
屋
新
次
郎
は
次
で
述
べ
る
よ

う
に
、
大
番
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
そ
の
一
連
の
貸
付
業
の
中
で
本
屋
と
し
て
出
版
物
の
提
供
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

「
河
内
屋
新
次
郎
」
は
継
続
的
な
板
木
売
買
・
貸
し
を
実
施
し
て
い
た
が
、
板
元
と
し
て
の
活
動
は
非
常
に
乏
し
く
、
「
板
元
」
と
し
て
の

本
屋
の
経
営
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
大
坂
本
屋
仲
間
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
よ
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
全
体
的
に
大
坂
本

屋
仲
間
の
人
数
に
対
し
て
、
板
元
と
し
て
活
躍
し
た
本
屋
の
数
は
非
常
に
少
な
い
。
仲
間
内
部
で
本
の
検
閲
な
ど
取
り
締
ま
り
に
携
わ
っ
て
い

た
行
事
役
ら
が
、
板
元
と
し
て
活
躍
し
た
本
屋
と
も
い
え
る
。
「
一
統
」
の
間
で
も
、
こ
の
よ
う
な
実
体
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

「
河
内
屋
新
次
郎
」

の
金
融
活
動

河
内
屋
新
次
郎
の
金
融
活
動
の
動
き
が
最
初
に
見
ら
れ
る
の
が
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
で
あ
る
。
寛
政
年
間
に
本
屋
仲
間
と
し
て
の
家
業

の
展
開
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
事
業
拡
大
に
か
な
り
力
を
い
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

史
料
六
(
側
一
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
八
月
の
借
用
証
文
で
は
、
河
内
屋
新
次
郎
が
単
独
で
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
「
一
統
」

の
本
家
で
あ
る
河
内
屋
喜
兵
衛
の
名
前
が
同
時
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料

---'ー.
ノ¥

借
用
申
金
子
之
事

金
六
両
者

但
文
字
金
也

右
者
無
拠
入
用
ニ
付
無
心
申
入
借
用
申
所
実
正
也
返
済
之
義
者
来
丑
四
月
二
候
在
番
罷
登
初
御
合
力
金
ニ
而
米
払
役
右
之
金
子
引
取
落
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直
ニ
返
済
可
申
候
万
一
遅
滞
之
義
有
之
候
ハ
、
此
証
文
を
以
何
方
迄
も
可
被
相
願
候
其
節
毛
頭
申
分
無
之
候
為
後
日
の
如
件

寛
政
四
子
年
八
月

@ 

河河
内内岡
屋屋部
新喜小
次兵十
郎衛郎
殿殿

前
文
之
通
相
違
無
之
候
初
御
合
力
金
ニ
而
我
等
よ
り
直
ニ
可
相
渡
候
為
其
如
件

米
払
役

河
内
屋
喜
兵
衛
殿

河
内
屋
新
次
郎
殿

こ
の
史
料
で
は
、
阿
部
小
十
郎
が
借
用
し
た
金
六
両
の
返
済
は
、
在
番
勤
務
時
に
支
払
わ
れ
る
初
御
合
力
金
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
は
じ
め
て
の
貸
付
業
の
活
動
に
「
一
統
」
の
本
家
で
あ
る
河
内
屋
喜
兵
衛
と
の
連
携
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
史
料
を
分
析
し
て
得
ら
れ
た
河
内
屋
新
次
郎
の
貸
付
形
態
は
、
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。

一
.
単
独
貸
付
、
二
.
口
入
の
存
在
、
三
.
連
名
貸
付
で
あ
る
。
史
料
六
は
三
の
連
名
貸
付
で
あ
る
。

史
料

七

借
用
申
金
子
之
事

合
金
四
拾
弐
両
弐
朱
者

但
文
字
金
也

92 お茶の水史学 45号



ケ右
月 之
拾金
五子
両我
壱等
分儀
之無
勘拠
定入
ヲ用
以 ニ
返付
済書
可面
申 之
候 i面
少借
戊 用

相 申

重注
御亙
座也
候返
事済
後之
日儀
借者
型来
言l仁 jレ

去十
如月
件江

戸

表
よ
り
♂L 

Z 
子
為
差
叉~
-'iL 

申
候
而
フじ
利
士七

宅27

寛
政
五
丑
年
六
月

iま主
l目

玉

⑮@  

竹
内
平
右
衛
門

加
印

国
領
市
右
衛
門

河
内
屋
新
次
郎
殿

こ
の
史
料
は
寛
政
五
年
の
も
の
で
、
河
内
屋
新
次
郎
が
貸
付
業
を
は
じ
め
た
と
見
え
る
年
の
翌
年
で
あ
る
。

史
料
七
時
、
河
内
屋
新
次
郎
が
単
独
で
貸
付
を
行
っ
た
例
で
あ
る
。
貸
付
対
象
は
大
番
衆
で
あ
り
、
そ
の
返
済
に
は
利
子
を
つ
け
、
江
戸
か

ら
支
払
い
を
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
保
証
人
が
一
人
加
印
し
て
い
る
。
こ
の
加
印
を
し
て
い
る
も
の
も
同
じ
く
大
番
衆
で
、
組
違

い
の
頭
で
あ
る
。
組
頭
同
士
で
借
金
の
返
済
を
相
互
保
証
し
て
い
る
。

史
料

}¥ 

預
申
金
子
之
事

一
金
三
両
者

但
文
子
金
也

右
者
日
比
野
七
之
丞
去
寅
年
借
用
之
金
子
今
度
利
足
相
払
我
等
借
用
ニ
致
申
所
実
正
也
然
ル
上
者
当
七
月
取
手
返
代
人
罷
登
り
候
節
金

壱
両
ニ
付
壱
匁
宛
之
利
足
相
加
元
利
共
無
相
違
返
済
可
致
候
為
其
の
如
件

文
化
六
巳
年
三
月

鎮
目
半
次
郎

@
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口
入河

内
屋
新
次
郎
殿

ま
た
、
史
料
八
で
(
肉
、
他
人
の
借
用
に
対
し
て
そ
の
返
済
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
口
入
が
河
内
屋
新
次
郎
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最

初
か
ら
河
内
屋
新
次
郎
が
貸
付
を
し
て
い
た
の
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
化
六
年
(
一
八
O
九
)
に
は
河
内
屋
新
次
郎
が
口
入
屋
と
し
て
の

活
躍
も
見
せ
て
い
る
。

史
料

九

借
用
申
金
子
之
事

一
合
金
弐
百
両
也

右
者
此
度
無
拠
入
用
ニ
付
右
之
通
我
等
共
連
印
を
以
借
用
申
処
実
正
也
返
済
之
儀
者
来
ル
辰
年
二
候
在
香
罷
登
初
御
合
力
金
相
渡
次
第

金
弐
拾
両
ニ
付
一
ヶ
月
金
壱
分
之
利
足
を
加
元
利
共
米
払
役
相
勤
候
者
よ
り
引
落
無
相
違
急
度
返
済
可
申
候
若
連
印
之
内
相
滞
候
歎
又

者
如
何
様
之
異
変
出
来
候
共
其
儀
ニ
無
構
残
り
連
印
を
以
相
弁
金
高
致
都
合
返
金
可
申
候
且
利
足
之
内
十
二
ヶ
月
分
者
為
前
利
此
節
相

渡
候
依
之
借
用
証
文
の
知
件

文
化
十
四
丑
年
八
月

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

一
金
六
両

左

十

郎

⑮

平
岡
三
右
衛
門
⑮

河
嶋
鉄
之
助
⑮

⑮
 

ァに
:;fi木

一
金
六
両

一
金
拾
壱
両

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

一
金
七
両

井
上
隼
人
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一
金
拾
壱
両

一
金
拾
弐
両

一
金
拾
弐
両

一
金
拾
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
弐
両

一
金
拾
三
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
弐
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
壱
両

一
金
拾
壱
両

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

久
留
孫
太
郎

小
浜
十
郎
左
衛
門
⑮

菅
沼
兵
左
衛
門
⑪

鈴
木
七
郎
右
衛
門
⑮

水

野

帯

万

⑮

平
阿
弥
藤
太
⑮

拓
植
五
左
衛
門
⑮

須
田
次
郎
太
郎
⑪

原

田

新

右

衛

門

@

拓
植
平
四
郎
⑪

窪
田
与
左
衛
門
⑫

向
坂
庄
兵
衛
⑪

石
原
太
郎
右
衛
門 ⑮ 

@@@  

河
内
屋
為
三
郎
殿

河
内
屋
新
次
郎
殿

前
書
之
通
少
茂
相
違
無
之
候
来
ル
辰
年
二
候
在
番
罷
登
初
御
合
力
金
相
渡
次
第
米
払
役
方
よ
り
引
落
元
利
共
為
相
渡
可
申
候
為
其
奥
印

の
而
如
件

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

此
分
文
政
三
辰
年
五
月
皆
済

此
分
文
政
九
成
年
五
月
皆
済

此
分
弘
化
三
午
年
八
月
皆
済

佐
々
木
金
右
衛
門

高
室
四
郎
左
衛
門

金
主

口
入
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山
本
清
兵
衛

朝
日
忠
三
郎

鈴
木
主
税

小
栗
猪
三
郎

金
主

口
入

⑮⑮⑮⑪  
河
内
屋
為
三
郎
殿

河
内
屋
新
次
郎
殿

(
訂
)

史
料
九
は
、
河
内
屋
新
次
郎
が
口
入
を
し
、
金
主
が
明
ら
か
に
「
一
統
」
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
年
間
に
は
河
内
屋
新
次
郎
の
単
独
に
よ
る

貸
付
が
顕
著
で
あ
っ
た
中
で
、
口
入
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
。
ま
た
、
返
済
の
様
子
が
詳
細
に
見
ら
れ
、
高
い
利
子
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
半
数

近
く
の
返
済
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
貸
付
の
対
象
は
す
べ
て
、
大
番
衆
で
あ
る
。
ま
た
、
返
済
は
米
払
役
を
通

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

貸
付
の
返
済
に
は
、
こ
の
よ
う
に
米
払
役
が
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
支
払
い
の
形
態
に
は
大
き
く
、

二
.
切
米
な
ど
の
米
支
払
い
で
あ
っ
た
。

一
.
役
料
で
あ
る
御
合
力
金

寛
政
年
聞
か
ら
文
政
年
間
ま
で
の
河
内
屋
新
次
郎
が
行
っ
て
い
た
貸
付
に
関
し
て
は
次
の
表
三
に
提
示
し
た
。
表
三
は
、
寛
政
年
聞
か
ら
文

政
年
間
ま
で
の
貸
付
金
額
が
金
一

O
両
以
上
に
な
る
も
の
で
、
金
額
・
利
率
・
返
済
の
方
法
と
借
用
者
に
つ
い
て
調
べ
、
現
在
史
料
上
で
明
確

(
詑
)

に
さ
れ
る
所
ま
で
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
貸
付
の
対
象
は
「
大
番
衆
」
に
限
定
さ
れ
る
と
い
え
る
。

寛
政
年
聞
か
ら
文
政
年
間
ま
で
貸
付
の
総
延
べ
件
数
が
二

O
一
件
で
貸
付
の
総
額
は
金
四
二
四
三
両
に
達
し
て
い
る
。
大
口
の
貸
付
は
表
三

に
記
し
た
金
十
両
以
上
で
あ
る
件
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
八
十
件
に
上
る
。
ま
た
、
「
一
統
」
と
の
か
か
わ
り
も
史
料
六
に
見
ら
れ
、
同
家
号
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の
知
賀
蔵
・
睦
蔵
と
の
か
か
わ
り
も
あ
る
。
こ
の
二
軒
は
板
元
と
し
て
の
活
動
は
な
い
。
ま
た
、
親
類
筋
で
河
内
屋
茂
兵
衛
ら
が
結
成
し
て
い

(
お
)

る
「
講
」
の
一
員
で
あ
る
津
国
屋
宇
兵
衛
の
資
金
の
提
供
が
多
く
見
ら
れ
(
旬
。

表
三
の
貸
付
の
展
開
か
ら
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
読
み
と
れ
る
。

一
)
貸
付
の
相
手
に
は
最
初
に
相
互
保
証
か
ら
始
ま
る
。

一
一
)
大
坂
・
京
都
在
番
の
往
復
に
関
す
る
費
用
。

一
二
)
利
子
は
年
二

O
%
が
多
い
。

四
)
返
済
は
切
米
・
初
御
合
力
金
。

五
)
返
済
の
時
期
は
、

一
.
借
り
た
年
の
初
御
合
力
金
で
支
払
う
。
(
一

O
月
1
一
一
月
下
旬
)

二
.
借
り
た
翌
年
の
後
御
合
力
金
で
支
払
う
。

三
.
江
戸
に
帰
っ
て
か
ら
支
払
う
。

(
お
)

ま
た
、
河
内
屋
新
次
郎
は
こ
の
よ
う
な
貸
付
業
の
展
開
の
な
か
で
、
米
中
次
と
し
て
も
登
場
す
る
。
次
の
史
料
一

O
で
あ
る
。

史
料
一

O

請
負
売
附
甲
御
切
米
之
事

合
米
百
五
拾
石
也

但
御
蔵
廻
シ

此
前
銀
六
貫
八
百
八
拾
五
匁

右
者
山
口
但
馬
守
殿
無
拠
要
用
ニ
付
我
以
米
仲
次
書
面
之
米
高
其
元
江
売
渡
為
前
銀
右
之
銀
高
唯
今
被
相
渡
槌
請
取
申
処
実
正
也
然
ル

上
者
来
十
月
難
波
於
御
蔵
相
渡
り
請
取
次
第
其
元
江
相
渡
可
申
候
尤
代
銀
之
義
者
其
時
之
相
庭
ヲ
以
過
不
足
差
引
可
致
候
此
度
大
切
成
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御
用
先
要
用
被
相
達
候
上
者
縦
令
内
外
知
何
様
之
御
差
支
有
之
候
而
も
此
米
高
之
義
ニ
お
ゐ
て
者
少
茂
無
相
違
急
度
相
渡
可
申
候
為
後

日
米
売
附
請
負
詮
文
の
而
如
件

文
政
八
酉
年
八
月

山
口
但
馬
守
殿

米
伸
次

河
内
屋
新
次
郎

⑫ 

天
満
屋
与
八
郎
殿

河
内
屋
新
次
郎
の
米
中
次
と
し
て
の
活
躍
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
文
書
で
あ
る
。
山
口
但
馬
守
弘
致
は
文
化
年
間
及
び
文
政

元
年
ま
で
大
番
七
番
頭
で
あ
る
。
米
で
の
支
払
い
は
、
米
相
場
を
利
用
し
た
利
潤
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
化
年
間
に

お
い
て
新
し
い
顧
客
の
開
拓
に
成
功
し
た
河
内
屋
新
次
郎
は
、
大
番
衆
を
中
心
に
貸
付
を
行
い
、
文
政
期
に
は
貸
付
の
人
数
も
増
え
た
が
文
化

期
の
よ
う
に
大
口
の
貸
付
先
は
若
干
減
る
傾
向
で
あ
っ
た
。

河
内
屋
新
次
郎
の
金
融
活
動
は
貸
付
業
で
、
幕
末
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
天
保
期
以
後
に
お
い
て
は
、
金
額
の
減
少
と
貸
付
対
象

が
大
番
衆
か
ら
大
坂
本
屋
仲
間
に
移
行
し
て
い
る
。
大
番
に
貸
付
を
ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
貸
付
業
の
規

模
が
縮
小
傾
向
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

お

わ

り

「
河
内
屋
号
一
統
」
に
お
け
る
別
家
構
成
か
ら
、
河
内
屋
新
次
郎
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
大
坂
本
屋
仲
間
に
お
け
る
「
一
統
」
の
実
態

を
検
討
し
た
。

ま
ず
、
「
河
内
屋
一
統
」
は
「
一
統
」
集
団
を
別
家
・
又
別
家
と
し
て
構
成
し
、
大
坂
本
屋
仲
間
の
内
部
で
の
活
動
に
支
え
を
求
め
て
い
た
。
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別
家
に
お
い
て
も
又
別
家
な
ど
の
形
成
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

本
屋
と
し
て
の
「
河
内
屋
一
統
」
の
経
営
形
態
は
多
彩
な
側
面
を
み
せ
て
い
る
が
、
大
き
く
二
つ
に
わ
け
、
板
元
に
な
る
中
心
勢
力
と
そ
れ

を
支
え
る
別
家
が
存
在
し
、
常
に
「
河
内
屋
家
号
本
家
別
家
一
統
申
合
条
目
」
を
軸
と
し
て
、

「
一
統
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
と
す
る
領
域
が
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
「
一
統
」
の
中
で
、

河
内
屋
新
次
郎
は
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
資
金
調
達
の
部
分
で
別
家
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
積
極
的

に
板
木
購
入
を
行
い
、
「
一
統
」
の
出
版
に
お
け
る
権
限
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
貸
付
業
の
最
初
の
時
期

に
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
援
助
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
河
内
屋
喜
兵
衛
の
登
場
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

役
割
分
担
の
必
要
性
は
大
坂
本
屋
仲
間
の
間
で
の
相
互
の
激
し
い
紛
争
を
避
け
る
た
め
に
も
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
末
に
、
本
家
で
あ
る
河
内

屋
喜
兵
衛
と
河
内
屋
茂
兵
衛
と
の
間
で
出
版
物
を
め
ぐ
り
誇
い
が
生
じ
た
の
は
、
河
内
屋
茂
兵
衛
の
板
元
と
し
て
の
勢
力
の
拡
大
の
結
果
で
も

(
お
)

あ
っ
た
。
こ
の
一
件
は
、
幕
末
の
混
乱
し
た
時
期
に
お
い
て
、
例
外
と
も
い
え
る
。

一
統
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
河
内
屋
一
統
」
は
そ
の
組
織
の
内
部
で
、

一
つ
の
連
続
的
な
出
版
流
通
機
構
そ
の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

方
、
出
版
に
関
わ
る
膨
大
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
は
、
出
版
業
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
も
積
極
的
に
商
い
を
行
う
必

要
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
経
済
的
に
分
業
化
さ
れ
た
組
織
を
作
り
、
活
動
の
展
開
を
は
か
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
後
「
河
内

屋
一
統
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
相
互
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
河
内
屋
新
次
郎
以
外
の
「
河
内
屋
号
一
統
」
の
別
家
の
経
営
形
態
を
検
討
し
、
よ
り
鮮
明
に
大
坂
本
屋
仲
間
の
構
造
を
明
ら
か
に

〆
，

-

3

0

1

L

J

人
し
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註(
1
)

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
に
、
江
戸
で
は
出
版
に
携
わ
る
仲
間

と
し
て
、
「
書
物
問
屋
」
、
「
地
本
問
屋
」
、
「
暦
問
屋
」
、
「
板
木
屋
」

の
四
つ
の
仲
間
が
公
認
さ
れ
た
。

(
2
)

「
近
世
大
坂
に
お
け
る
出
版
業
界
の
展
開
|
大
坂
本
屋
仲
間
の

視
点
か
ら
l
」
(
「
歴
史
評
論
』
五
四
七
、
一
九
九
五
年
)

(
3
)

坂
本
宗
子
「
近
世
に
お
け
る
大
坂
出
版
業
の
動
向
ー
そ
の
営
業

地
の
分
布
に
つ
い
て
」
(
「
大
阪
の
歴
史
」
三
二
、
一
九
九
一
年
)

「
大
坂
本
屋
仲
間
衆
の
家
業
相
続
に
関
す
る
一
考
察
|
古
文
字
屋
う

の
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
大
阪
の
歴
史
』
四
O
、
一
九
九
三
年
)

(
4
)

「
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
」
第
十
巻
清
文
堂
一
九
八
三
年

「
仲
間
触
出
留
」
安
政
五
年
二
月
二
二

1
一
二
二
頁

一
板
木
株
式
所
持
之
仁
は
、
毎
月
百
文
宛

但
、
二
ヶ
月
宛
毎
間
取
集
候
事

一
板
木
株
式
所
持
無
之
、
売
本
井
貸
本
斗
取
扱
候
仁
は
、
毎
月

四
拾
八
文
っ
、

但

前

向

断

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
に
板
株
所
持
の
有
無
に
よ
っ
て
、
仲
間

内
部
で
必
要
な
経
費
の
分
担
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
す
で
に
仲
間
内
部
で
営
業
形
態
の
分
類
が
明
確
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

(
5
)

「
近
世
後
期
に
於
け
る
大
阪
書
林
の
趨
向
|
書
林
河
内
屋
を
め

ぐ
っ
て
」
(
『
近
世
文
芸
」
三
号
一
九
五
六
年
)

(
6
)

渡
辺
祥
子
「
近
世
大
坂
道
修
町
の
商
人
と
「
イ
エ
」

l
鍵
屋
茂

兵
衛
家
の
あ
り
方
か
ら
l
」
(
『
史
学
雑
誌
』

九
九
七
年
)

(
7
)

宮
本
又
次
『
株
仲
間
の
研
究
」
六
六
1
六
七
頁
(
有
斐
閣

九
五
八
年
)

(
8
)

『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
一
O
巻
三
七
八

i
三
八
O
頁

(
「
行
事
当
役
帳
」
清
文
堂
一
九
八
一
年
)

(
9
)

前
掲

(
8
)
に
付
筆
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
別
家
加
入
の
改
正

事
項
で
あ
る
。
以
下
に
史
料
を
あ
げ
る
。

*
(
1
)
(
付
筆
)

文
化
七
庚
午
年
三
月
惣
評
之
上
相
改

仲
間
新
加
入
出
銀
、
以
来
銀
拾
五
枚
ニ
相
定
メ
候
事

文
化
人
未
年
三
月

*
(
2
)
(付
筆
)

文
化
七
庚
午
年
三
月
相
改

株
札
譲
り
請
候
人
、
振
舞
出
銀
五
枚
ニ
相
定
メ
、
顔
見
せ

金
弐
百
疋
は
以
来
用
捨
致
遣
シ
、
尤
懸
銭
不
納
之
仁
は
、

滞
高
株
札
譲
り
請
候
者
よ
り
可
為
差
出
候
事

文
化
八
未
年
三
月

*
(
3
)
(
付
築
)

一
本
商
売
相
休
、
仲
間
人
別
退
キ
候
者
、
丸
年
十
ヶ
年
之
内
再

加
入
申
出
候
ハ
、
、
其
時
迄
年
数
懸
銭
滞
高
相
納
メ
、
井
ニ
再
加

入
祝
義
金
弐
百
疋
為
差
出
、
再
入
為
致
可
申
候
義
、
一
統
惣
評
之

上
相
定
メ
候
事

但
シ
、
家
出
小
家
入
等
い
た
し
候
者
も
、
以
前
之
元
名
前
ニ
而

一
O
六
|
二
号
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株
札
持
参
い
た
し
候
へ
は
、
再
加
入
為
致
可
申
候
事
、
尤
是
迄

株
札
預
り
書
遣
し
置
候
分
も
、
其
年
よ
り
十
ヶ
年
之
内
ハ
聞
届

遣
し
可
申
事

再
加
入
之
節
ハ
、
会
所
守
両
人
へ
祝
義
ニ
ハ
及
ひ
不
申
候
事

文
政
元
年
寅
九
月
廿
五
日

*
(
4
)
(付
筆
)

一
別
家
加
入
顔
見
せ
金
百
疋
、
井
ニ
南
鎌
一
片
為
差
出
候
事

右
ハ
、
御
番
所
様
井
惣
会
所
へ
召
連
、
加
入
印
形
為
致
候
様
被
仰

渡
候
、
諸
入
用
相
掛
り
候
ニ
付
、
文
化
十
一
戊
年
、
博
組
ニ
而
惣

寄
合
之
上
、
右
増
金
相
定
候
事

(
叩
)
前
掲

(
8
)
第
八
巻
二
、
二
十
四
頁
(
「
出
勤
帳
」
清
文
堂

一
九
八
O
年
)

(
日
)
前
掲

(
8
)
第
一
六
巻
二
二
三
頁
(
「
開
板
御
願
書
拘
こ

清
文
堂
一
九
九
一
年
)

(
ロ
)
前
掲

(
8
)
第
一
巻
(
「
出
勤
帳
」
清
文
堂
一
九
七
六
年
)

(
臼
)
前
掲

(
8
)
第
十
二
、
十
三
巻
(
「
板
木
総
目
録
株
帳
」
清
文

堂
一
九
八
七
、
一
九
八
八
年
)

(M)

前
掲
(
日
)

寛
政
二
年
(
一
七
九
九
)
と
文
化
九
年
(
一
八
二
一
)
の

「
板
木
総
目
録
株
帳
」
か
ら
作
成
す
る
。

(
日
)
現
在
、
柳
原
書
庖
の
八
代
目
の
柳
原
喜
兵
衛
氏
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
『
河
内
屋
か
ら
柳
原
書
庖
ま
で
」
(
柳
原
書
庖
一
九
九
七
年
)

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
一
代
目
か
ら
八
代
目

ま
で
の
重
要
な
出
来
事
の
記
録
で
あ
る
。
現
存
し
て
い
る
史
料
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
火
災
に
よ
り
全
滅
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の

文
書
に
関
し
て
は
、
漬
田
啓
介
氏
に
よ
る
論
考
(
前
掲

(
5
)
参
照
)

で
前
半
部
分
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
別
家
の
名
前
ま
で
は
紹
介
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
後
半
部
分
の
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
所
の
紹

介
は
な
い
。

(
日
)
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
第
二
巻
(
ゆ
ま
に
書
房

一
九
八
九
年
)

(
口
)
坂
本
宗
子
「
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
」
(
清
文
堂
一
九

八
二
年
)

(
時
)
前
掲
(
日
)
参
照

(
四
)
『
大
坂
書
捧
河
内
屋
新
次
郎
文
書
」
出
版
及
書
籍
関
係
第

一
・
二
・
三
・
四
冊
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

(
却
)
前
掲
(
問
)
出
版
及
書
籍
関
係
第
一
冊

(
幻
)
前
掲
(
印
)
出
版
及
書
籍
関
係
第
三
・
四
冊

(
辺
)
前
掲
(
印
)
出
版
及
書
籍
関
係
第
三
冊

(
お
)
前
掲
(
印
)
出
版
及
書
籍
関
係
第
三
冊

(
斜
)
前
掲

(
8
)
第
二
巻
「
出
勤
帳
」
十
三
番

前
掲

(
U
)
「
大
坂
書
籍
商
記
類
纂
』
上
之
巻
板
木
株
之
件

二
四
八
頁

前
掲

(
8
)
第
二
巻
(
「
諸
記
録
帳
」
一
九
八
七
年
)

前
掲

(
8
)
第

九

巻

裁

配

帳

二

番

四

九

前
掲
(
印
)
金
融
関
係
第
六
・
十
三
冊

前
掲
(
M
M
)

金
融
関
係
第
六
冊

前
掲
(
印
)
金
融
関
係
第
六
冊

(
お
)

(
鉛
)

(
幻
)

(
お
)

(
却
)
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(
却
)
前
掲
(
印
)
金
融
関
係
第
七
冊

(
泊
)
前
掲
(
印
)
金
融
関
係
第
八
冊

(
詑
)
大
坂
、
京
都
に
在
住
し
て
い
た
「
大
番
衆
」
の
研
究
は
余
み
ら

れ
な
い
。大

番
は
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)
の
組
織
形
態
が
幕
末
ま
で
維

持
さ
れ
た
。
全
体
で
一
二
組
が
あ
り
、
一
組
に
大
番
頭
が
一
人
、

そ
の
下
に
、
四
つ
の
組
に
分
か
れ
、
組
頭
が
一
人
ず
つ
で
、
大
番

衆
は
一
組
に
五
O
人
が
存
在
し
て
い
た
。
年
に
二
つ
の
組
が
交
代

で
在
番
に
勤
め
て
い
る
が
、
こ
の
交
代
は
、
決
定
さ
れ
た
規
定
に

よ
り
、
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
異
な

り
、
在
番
組
の
選
任
が
変
則
的
で
一
定
の
期
間
に
特
定
の
大
番
組

が
江
戸
と
大
坂
、
京
都
を
往
復
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
在
番
の

順
序
と
し
て
は
、
四
番
(
子
)
↓
六
番
↓
三
番
↓
五
番
↓
二
番
↓

一
番
(
巳
)
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
寛
政
年
聞
か
ら
文
政
年
間
に

お
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
そ
の
実
体
は
継
続
し
て
二
度
(
二

年
以
上
)
も
勤
番
を
勤
め
て
い
る
事
が
多
く
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、

大
番
頭
の
交
代
に
伴
う
大
番
組
頭
・
大
番
衆
の
変
動
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
も
多
い
。
つ
ま
り
、
大
番
頭
・
大
番
組
頭
・
大
番
衆
は
そ

れ
ほ
ど
頻
繁
に
江
戸
と
の
往
復
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た。

(
お
)
前
掲
(
印
)
講
関
係
第
二
十
冊

(
鈍
)
前
掲
(
印
〉
金
融
関
係
第
七
・
八
冊

(
お
)
前
掲
(
叩
)
切
米
売
払
に
関
す
る
文
書
、
伺
、
願
書
等

七
冊

第
十

(
お
)

前
掲

(8)
第
九
巻

裁
配
帳

五
番

五
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表三) 寛政:4(1792)年よ型事和3 (1803)年までの主な貸付(貸付金十両以上.) 

書 組 金制
利率

返 S耳
年・月 借 主

l匁爾・歩・且朱} (%) 
所属番組 由民史料

-分・
時期 方法

寛政 4年 8月 竹内平怠衛門 文文書イ1牌2.閥組、副 ①16-211 42.0・z 20 当革lls 証戸より越金

2 '月
-盟肱局、

夫容撫 ¢a 国・3⑦13 1 1・0・0 20 当年11月 証戸より送金
菅沼兵事膏門

相臨康政之助
①@11⑥ 284459 8 

量々

3 T月 前回五郎衛門 夫書提 15・0・0 20 。4殴月京7年都】 御台カ傘

犬草忠兵衛
在書時

4 1月 文車窓兵衛
穴書集 ①1@ E-H 12・0・0 有 豊平に 春夏三閥、

前回五郎右衛門 (不明3 =事分唱岡 冬六咽

5 111 
圏直回娘三郎

夫書衆 ①φ31 ・131 13・0・0 不明 当年十一月中 注声より送金
前回五郎右衛門 1-11 

11 寛政 S牢
帥市左門

式書衆 q①Hl h-361 50・0・0 10 
事11:調碍調lir， 2-m 

' 寛政 6牢 6月 臭樟・八郎 大番衆 a ⑦ 15・3・0 20 ニ鼻童書時
都御合力で

(掛11車調左t事門} 

。①i1・311
e 寛取 q牢 担七郎右衛門

文書割R I-m 50・0・0 10 当年+一月 =備軍司瞬

戸田(1五T岡郎1語歩縄)問 不明、@

{15聞)

1.証戸:
当人智革

11月五開

+代人10耐

自 E月 梅田断書膏門 大書衆 。11-11 180・0・0 撫:111.I1!
蜜牢の 1.当人富司書

在書時 :御台カ金10岡
+ 当人 20罵

3代人-
:代人 10岡
+ 当人 10胃

10 111 山寺甚畠衛門 文書衆 4面 10 ・0・0 10 証戸より遊金

白.量却由匁にを 寛政11革 1，金{利六開子ト丸!Iil
穴車忠兵舗

@l@ B・11
66 ・0・0 ぉ)

8 10月
腕田五郎舗門

文書提 (9・0・0) 害1<、
江戸在住 :5冊 2，ー辛に

軍l宇治〕
書壇情 :10両

金五聞潟

11 寛耳~ 8牢 5s
河野砲次郎

文書衆 @ @ 16・0・0 16 
寓政11年

犬担E密書時
繊薄謝詳細E 謹書持

12 5月
原!忠右兵衛門

大書衆 @ @ 40.0.0 l牢に1l1li
情趣縛右衛門

11 寛政 '牢 E月 訟平所畠爾門 文書提 @ 10・2.2 21 当年11月 江戸より送金

11 1m 都相主膚 文書集 @ 16 ・0・0
撫利足 a聞に升剣道膏 犬麗密書碍

(4・5・0)

相官カ金

u 直政 10牢 3月 害門平兵衛 大書集 @ 13・0・0 無精l足 4樹古カ金 文館在省略

=1開

11 '月 朝凪揮監之駒 文書舞 ①12-258 25・0・0 2111宛
京、犬lJii:

在香田崎

樺草兵. 大書集
①qmIT⑥--130・T@I e・・③@ 11 寛. I!牢 111 田沢久恵輔門 l文化・文庫牢間 30・0・0 15 

蔵川助墨輔門 式.111111緬園。

弁よ艮右輔門

宮II!!I士謝 文化文1牢書'{書11調05) 無利足

安建文書簡門
浅野申書世帽

@始81冊、
問問〈l'S商S船カ牢18 文化4寧 11月 回申鵬兵衛 浅野中事抄帽申

唖弘③
100.0.0 20聞は対圏直昭 毎軍11月

草草丈夫東 軍中 上温薫込来j
観川孫措置E 子ヵ)
JI精八右寄門

郁揚平八潜輔門

#出仁右衛門

11 文イ~8牢 5月 後羽夜郎右葡門 @ 150・0・0 16 文化10寧S月 智嗣合カ金

タ私自厳人粛(加10兵関衛車淘)

20 10月 竹内+兵衛
文章牢聞

③ 90・0・0 1I 大震密書時
大.113番組閣

10月 戸国民事薗門
文京牢聞

③ 60・0・0 15 穴仮定害時
犬11311掴置置

10月 ヰ奥書時五畠衛門
文耳世帯闇

③ 40・0・0 11 犬混在書時
夫書3書語源

10月 戸田鹿友商門
文取草間

③ 60・0・0 11 大証書書時
夫書3番組踊

21 文イ~ 9牢 T月
担田藤波踊 文~~文政牢園

⑥ 1 1・0・0 21 文化9. 10 
石原久兵衛 火1112M

2! 10月 よ国庫之島S
文~I:.、文眼牢聞

①4・111 10・o・0
文書 1211衆

文繍庄兵衛
軍事式隈守内政房

21 "$(:兆11牢 T月
後濁献右衛門

文化3げ寧組牢舟(申i{"l の~ ③・@ 460・D・0 11 lt~1:. 1st軒高

羽太七底怠舗門 11. 9月 中 3. 009俵
宮軍口走纏

文 化 牢 制 。)

夫容3書楓

21 10月 松平車針
文:~I:.、文雄牢岡 @ 15・0・0 20 
夫書1111組提

!! 10月 石原甚書衛門 文夫イ弘容I文111京語年集間 ⑤ 15・0・0 11 

響>1<.叉三郎 山口
晋川八郎

中嶋庫怠衛門
中 10カ年

26 文化13年
小川伝有司il"

夫容7書阿kj・文イ開問、 200・0・0
牢賦

山口八左右衛門
文 政1牢

岩由郡平按
夫書7_

103 近世大坂書林「河内屋新次郎Jについて



21 文化11年目月 飯高小僧按 平明 32 ・0・0 32カ革

zo 文政 l牢 8月 河嶋儀之蜘
宜:{~14年

⑤ 13・3・o 20 当尋代人に摘み
夫書官書嘩担軽

!9 S月 調停銑伝左右寄門
文:<<洋間 @ 15・0・0 東卵牢1月 復調合カ金

犬寄マ密集

30 9月 崎市右繍門
文4悼間 @ 15・D・0 車卯牢1月 強御古カ金文書7書集

!1 9月 温山三太夫
文4悼間 @ 13 ・0・0 舟那牢1月 後燭台カ金

文書7.疲

32 11月 保川庄兵衛
文意牢欄

江川ー110・@ 20・0・0 10開/1骨 六趣tl!E書時 都御告カ愈
文書8踊顕

3! 10月 春田似輔
文政Z牢

<DI・381.(il 10・0・0 20 埠卯牢1月 畿観音カ金
文書畠書幅周

31 文政 2年 1月 縛繍三有事圏内 主意夫書1.宜:11:6牢
8.纏訓E (1)2-180 15 ・0・0 文政2牢 10月

35 1月 曹国d頃翻圃l

宜2宜Z寧
哩)1-311・@ 10・0・0 文.2牢 10月 江戸、切揖

文書8.組閣

3i 1)! 竹内平左衛門
文イt津間

①IS・m ・③ 24・0・0 宜耳宜主牢 10月 証戸、切米
文書12書祖国

31 1月 入戸野九草書官門
文取1.文.5年

③・@ 15・0・0 文.2年 10月
犬.38寄組閣

38 1月 松平次郎怠衛門
文雄1.文.5辛 @ 10・0・D 茸耳t2年 10月 証声、切地
文書8番組織

39 1月 4噂定政兵縛
Xlll:1.文.5牢 @ 10・0・0 宜放皐牢1口月 江戸、切措
文書83櫨震

ID 1月 卸 νuo 文取1回文政S牢
①U-138 10・0・0 文章Z牢 10月 証声、切米

文書83組集

11 1月 鳥居五太夫
宜:11:1.文政5牢

¢滑・311 10・0・D 文政Z年 10月 江戸、切揖
夫書畠書幅担軽

I! 1月 伊..  兵舗
文.1.文.5年 ⑤ 15・0・0 文章Z牢 10月
文書83緩 .

13 1月 山本:ItJI現繍
宜耳11:1.文恵5牢 @ 10・0・0 宜.2辛 10月
文書畠書極集

It 宜意 Z牢 2J! . li!+.郎
文歳年間

(1)11-121 10 ・0・0
文書申書関連

4i 7月 竹内平書荷円
文化牢間

(1)11・111・@ 24・1・0 20 
文書12lND1

11 文章 3牢 4月 漕+偲兵輔
宜軍1.3牢

(1)11-311・@ 17・・ 0・0 20 到F干年大地E 初御台カ金
大書亘書姐顕

来辰巳年

思川鹿島町 文摩化握1夫3三宿文【町l禽制畢縮的行努よ内り
2. 6. 10月

11 10月
高崎覚書舗門

@ 300・0・0 月に畠朱 -40間開且
午寧

1、5月 30開

18 文政 4辛 Z月 戸困可十郎 夫容文果書、文~tII眠 。11-311・③ 80・0・0 傭粛j足、牢既
1年に3聞

Z書組踊 江戸遅過青

19 文. 5牢 7月 旭川国自宅街 文文書ZEE年幅間削 @ 2口・ 0・0 車申5月、ニ槽 窃御台カ金

56 文政 S年 9月 構図助産舗門
文怠牢岡

(1)4-311・@ 40・0・0 編制定
夫書3書鶴田

証戸

61 9月 直国尉書簡r， 文忠車補
(1)4-311・@ 25 ・0・0 帰京l足 ;10岡Vl分

文書a書幅副圃
; 10在開S/1匁

62 9月 軍与十郎
文歳年間 4耳2-151・@ 10・0・0 鱒司自l足

夫容3寄掘圃

13 日月 同榔竃扇
文.寧聞

(1)21-281・@ 21・0・口 繍串IJlI! E声 310。m聞f/15争
文.113組閣 在.;10Ol/l匁

61 g" 佐々木互恵
文車年間

(1)'1-&1・@ 25・D・0 鍋串j足 ま戸， lJ/4I0 
夫書23姐思 審理1;1/10

61 文 . 6革 6月 佐々束三歳
宜歳年間

。-fI.(il 50・0・0 畠り 刻朗酎事 都観音カ金
文書2.組厩

66 8月 北国四郎三郎
文窓事同 。11-%11・@ 20・0・0 畠り

甚摺勧告力企

文書11.櫨周 牢に5冊ヲづ

文圏E牢蘭
20 

61 10月 式本才兵衛
文書2.組頭

<DI・1幻・@ 30・0・0 (1E5O Rfz 車申4月

18 10月 文章才兵衛
文軍事蘭

①トm ・@ 30・0・0 20 車成年 事JlIIIj告力企
夫書23掴顕

u 10月 夫木才兵衛
文.辛陶

@トm ・@ 23・0・o 11 身障車事 初傷合カ金
文書2.組隈

10 10月 管内十具舗
文軍事問 @ 120・0・0 11 車県揮 軍用拍力金

夫書33担

。l 文. 1牢 6月 縄JI凶説明暗
文恵牢測

。ト110・@ 30・0'0 車問 毎に3同事て
大.36組廠

安当弘文政年栂
周揮

62 7月 」ヒ国庫之助 似ー111・@・@ 70・D・0 !I 生月二侮・弐痕 在胸合力金
犬，312.繍寓

謹書時

53 1.11 上回鳳之助
文イt..XIII:年間

。-1t2・③・@ 10・0・0 10 ." 1 0月
文書12.掴瑚

11 自月 C科lUI京劇
文軍事問

(1)3-2引・@ 15・0・D 20 来嶋
都御告カ愈

夫容 12"踊 =練・文展謹審開

15 11.11 . li!+郎
文書揮榔

①1ト12? 15 ・0・0 栗田2月
文書官書蘭壇

文:(1輝明
衷牢

66 文窓 8草 1月 杉鴇新五右舗門
文書7番組集

@日一77 12・3・0 IS =傭・文握 初栂歯力金
密書時

61 i月 本書留民
文圏u年 ⑥ zマ.0・0 =傭・去穴る渥草壁産審時 哩摺蛤カ金

文書83姐探

61 l月 第兵庫
文政S年

(1)1ト31・@ 43・1・0 IS 亥申
軍棚倉力金

犬書八寄姐鳳 =傭謹書時

お茶の水史学 45号 104 



宜耳目.宜菰S11 文. 8牢 1月 λ戸野明謝門 @・@
文書811曜圏E

文イむ車問10 l月 掴漏楓%2& @ 
文書7寄稿集

11 l周 陶割高右舗何 文軍 1.)'(JJ:5牢 q珂-311
夫容畠番組提

庫井荷右衛門 山口周防曹弘致結;中
12 10月 陣柑:t'兵. 文~t揮問、文]11:1辛 ③・@

石JII~刊圏内 火種7_

鱒射才兵衛
山口周防守弘致組中

Ii 10月
宥!1I11.t;舗門

文イ惇間、文恵1牢 ③・@
文書7書割

!I 宜:&:1牢 E月 向禍儀之助
文化 14年 @ 

文書司書観提

!l 5月 石』胴末節右衛門
文最年糊

①15-301・@
穴書12書組11

Ii 文政10牢 lon 締幅三者輔門
宜寓1.宜耳置5牢

<1)2-110 
式書串書輔繰

宅JOJ町周 山口周防守弘車組中

" 
文窓口牢 1月 鍋帽才兵衛 文イ牌問、文霞1牢 ⑥ 

岩倉郡平復 文書7書掴

毛剤圃酎畠
山口問防守弘車組申

18 3月
蝉何才兵衛

文4悼問、文取1年 @・@
文書マ書割

最樟梅平勘 文政草間 (1)1ト211
!I 文政12辛 8月

犬木軍八郎 大響曲書組踊 @ 

文館牢柵10 文章13牢 8J1 犬木軍八郎 @ 
文書百種組提

合計

量調e柑It・1
件

金量雷同組頒
寛政牢笥

1$停
及，TS

宜~牢膏
何 種

11.干
文庫牢.

1・・件

注 耽臨書棒河内屋新規属文書a 金融関係 自轡-14噂より作応

2. 貸付金書強10間以下申揖合怯節制対意から肱rし;I!，.
表面中で寛政牢聞か島文肱牢関車で咽雌貸付金に対ずる早11'畠
金体貸し付け傘鍋申犬きさが稽制される.

27・0・o 15 

22 ・3・0 15 

10・3・z 15 (4・8・4)

100・0・0 15 

250・0・0 15 

15・o.0 無事l足

20・0・0 鱒積l定

zマ・ 0・0 1岡(/18}舟

350・0・0 15 

201・3・z 無制定

30・0・0 !o 

25・0・0 20 

4118.%2 ・8
(17・11・4)

4243 ・1・1
(38・18.10】

3. 在書跡愚直積駆除①句田直惨翻意島、@砲声事府観...  ・牢集向、@明細悶圃旬、@明醐園旬、
~fI:I;.底書韓河内量調町a郎文書a より抱却し柑成e
参考として、 司'世帯径a、 同工戸事府首席人事辞典a、 同町軍人分懐鰻aで火種調Eでaちるととを積聴.
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来事聖
ニ帽・大震 軍膚合カ金
密書縛

表晶表
ニf晦・大震 軍珊合カ金
密書時

" 10月 初輝台カ金

瓜 Z月中

来爾
8月25回限b

=傭・大lIii 俸に
密書時 Z開Z歩宛

車=綱決lIii 都御合力金

在番待 5開揖掛田膏

車夫寅渥勾高主司書 在珊合力金

車 11月
晦日限り

1辛に10;1>辛 20聞返書官

来援牢
ニ傭・犬伝 初御告カ金

在書時

来民年
二偉・大lIii

在書時


